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物  質  名 酸化クロム（Ⅲ） ＤＢ－13 
別  名 － 構 造 式 

 

CAS番号 1308-38-9 

PRTR番号 第 1 種 68（クロム及び三価クロム
化合物として） 

化審法番号 1-284 

分子式 Cr2O3 分子量 151.99 
沸点 4,000℃1) 融点 2,435℃1) 
蒸気圧 － 換算係数 1 ppm = 6.22 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） － 水溶性 不溶 1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 － － － －  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、2、5％の濃度で 90 日間（5 日/週）混餌投与した結果、2％以上の群で体重、血
液・尿検査の結果への影響はみられなかった。5％群で肝臓、脾臓の絶対重量の減少がみられ
たが、形態、組織への影響はみられなかった 2) 。 

・ラットに 0、1、2、5％の濃度で 2年間（5日/週）混餌投与した結果、1％以上の群の生存率、
体重、種々の臓器に影響はなかった 2) 。この結果から、NOAELを 5％（ばく露状況で補正し
て 2,140 mg/kg/day相当）とする。 

・ラットに 0、4.4、15、44 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）鼻部吸入させた結果、4.4 mg/m3

以上の群の雌雄で肺の変色（緑色）、肺胞腔で酸化クロムと推定される黒い色素を含むマク

ロファージの集積、リンパ節でリンパ系細胞の過形成、15 mg/m3以上の群の雌雄で軽度の慢

性間質性肺炎がみられ、44 mg/m3群の雄で肺や気管の絶対及び相対重量の有意な増加を認め

た 3)。この結果から、LOAELを 4.4 mg/m3（ばく露状況で補正：0.79 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラット雌雄に 0、2、5％の濃度で交尾前 60日から計 90日間（5日/週）混餌投与した結果、2
％以上の群で妊娠率、妊娠期間、同腹仔数に影響はなく、出生仔にも奇形等の影響はみられ

なかった 2) 。この結果から、NOAELを 5％とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼に入ると発赤、吸入すると咳を生じる。眼、気道に機械的刺激を引き起こすことがある 4)。 
・本物質や硫酸クロム（3 価クロム化合物）を製造する 2 工場の労働者 106 人を対象とした調
査では、呼吸器や血液の異常の発生率増加はみられなかった 5) 。なお、作業場のばく露濃度

は本物質で 0.18～13.2 mg/m3、硫酸クロムで 0.85～2.7 mg/m3の範囲であった。 
・本物質を使用するフェロクロム製造工場の男性労働者 236人（製造労働者 142人、事務職 33
人、下請け労働者 61 人）を対象として、Cr へのばく露と腎臓への影響との関係を調査した
結果、尿中 Cr濃度と腎臓機能の指標（尿中のアルブミン、レチノール結合タンパク質、尿細
管抗原）、年齢、ばく露期間との間に有意な関連はみられなかった。作業場の総 Cr 濃度は
0.02～0.158 mg/m3であり、Cr(Ⅵ)は検出されなかった（気中濃度 0.001 mg/m3未満）6) 。なお、
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対象者の平均年齢は 40歳、平均ばく露期間は 9.4年であった。 
・本物質の知見ではないが、3価クロムの経口摂取に関する知見を参考として以下に記載した。 

3 価クロムは必須元素で、欠乏するとグルコース代謝障害を起こしたり、心臓血管疾患のリ
スクが増大する 7) 。WHOでは成人の必要量（minimal daily requirement for adult）は吸収可能
な 3価クロムとして 0.5～2 µg/dayであり、食品中に生物学的に取り込まれた 3価クロムの 25
％を吸収すると仮定すると、2～8 µg/day（成人の体重を 60 ㎏とすると、0.03～0.13 µg Cr (Ⅲ) 
/kg/day）の摂取量に相当するとしている 8,  9)。全米研究評議会（NRC）では、安全かつ適切
と推定される一日摂取量（Estimated Safe and Adequate Daily Dietary Intake：ESADDI)を成人・
青年で 50～200 µg/day（体重 70㎏として 0.71～2.9 µg/kg/day相当）と設定している 10）。日本

では、クロム（三価クロム）の食事摂取基準（暫定値）として推奨量（Recommended Dietary 
Allowance：RDA）が設定されており、18歳以上の男性で 30～40 µg/day、18歳以上の女性で
25～30 µg/dayの範囲である 11) 。なお、上限量（Tolerable Upper Intake Level：UL）は設定さ
れていない。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3（金属クロム及び 3価クロム化合物として） 12) 
実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに 

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 13) TLV-TWA 0.5 mg/m3 
（金属及び 3価クロム化合物）  

 日本産業衛生学会 14) 0.5 mg/m3（3価クロム化合物）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 2,140 mg/kg/day（最
高用量でも影響なし）を採用し、同値を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 4.4 mg/m3（肺胞腔

でマクロファージの集積、リンパ節でのリンパ系細胞の過形成など）を採用し、ばく露状況で

補正して 0.79 mg/m3とし、LOAELであることから 10で除し、試験期間が短いために 10で除し
た 0.0079 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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